


①　準備するもの

HAK360を使用するにあたって、準備するものを説明します。

１．HAK360本体と、その電源コード
　　付属品をご確認の上、準備してください。

２．各種プレーヤー(ターンテーブル、CDデッキ、MDデッキ等)とその付属品
　　それぞれの取扱説明書をご確認の上、準備してください。

３．HAK360と各種プレーヤーを接続するケーブル
　　HAK360とターンテーブル、CDデッキ、MDデッキ等オーディオ機器を接続する場合は

　　HAK360側にRCAピンプラグを使用してください。

４．音をモニターするためのスピーカー、ヘッドフォン
　　それぞれの取扱説明書をご確認の上、準備してください。マスターアウトとしてパワーア
　　ンプまたはパワードスピーカー等に接続する場合は、OUT1端子にXLRケーブル(２番ホット)

　　を使用してください。

５．マイクとそのケーブル
　　ケーブルはHAK360と接続するために、XLRタイプまたはフォンタイプのケーブルをご用意
　　下さい。

②　接続方法

HAK360をその周辺機器と接続します。

１．まず、全ての機器の電源がOFFになっていることを確認してください。
　　急な電気信号の流入による誤作動やスピーカーなどの破損を防ぐために、必ず全ての機器の

　　電源をOFFにしてください。

２．HAK360とターンテーブル、CD、MD等各デッキ類を接続します。
　　HAK360のリアパネルのPHONO１端子(①)とターンテーブルの出力端子とをRCAピン
　　プラグで接続します。同様にPHONO２端子も接続します。その際、ターンテーブルの
　　アース線をGND端子に接続します。
　　HAK360とCD、MD等各デッキ類を接続する場合は、HAK360のリアパネルのLINE１端子(②)
　　とCD、MD等、各デッキ類のLINE OUT端子とをRCAピンプラグで接続します。
　　同様にLINE２端子も接続します。

　　詳しくはそれぞれの取扱説明書をご覧下さい。

３．HAK360とヘッドフォンを接続します。
　　HAK360のフロントパネルのPhones端子(③)にヘッドフォンを接続します。
　　お手持ちのヘッドフォンのコネクターがミニタイプであれば、標準フォンプラグ変換アダプター

　　を別途お求めの上、接続してください。

４．HAK360とパワーアンプ、パワードスピーカー等を接続します。
　　HAK360のリアパネルのOUT端子１,２(④)とパワーアンプまたは
　　アクティブスピーカー等を接続します。HAK360のOUT1端子はXLRオス(2番ホット)
　　となっています。家庭用オーディオコンポ、ラジカセ等と接続する場合は、RCAピンプラグで

　　OUT２端子に接続してください。

５．HAK360とマイクを接続します。
　　HAK360のリアパネルのMIC端子(⑤)にマイクとケーブルを接続してください。





③　サウンドセッティング

では音を出してみましょう。まずHAK360を含む全ての機器の
ボリューム、ゲインがゼロになっていることをご確認ください。
電源をONにする順番は、
　①ターンテーブル、CD、MD等デッキ類等の再生音源機器
　②HAK360
　③パワーアンプ、アクティブスピーカー、家庭用オーディオ
　　コンポ、ラジカセ等
です。

音を出す順番は以下の通りです。

１．ターンテーブル、CD、MD等デッキ類を再生させます。
２．HAK360にターンテーブルを接続している場合
　　(PHONO端子に接続している場合)は、HAK360の
　　トップパネルのPHONO/LINE切替スイッチ(①)を
　　PHONO側にして下さい。
　　CD、MD等デッキ類を接続している場合(LINE端子に
　　接続している場合)は、LINE側にして下さい。
３．HAK360のトップパネルのGAINつまみ(②)を５付近
　　(真上あたり)まで回します。
４．HAK360のトップパネルのINPUT CUTスイッチ(③)が
　　ON(上側)になっていることを確認し、
　　INPUT LEVELフェーダーを上げて、レベルメーター
　　が点灯していることを確認してください。
５．HAK360の前面パネルのHEADPHONESのVolumeを
　　「－(マイナス)」から時計回りに徐々に回します。
６．ヘッドフォンから音が出てきたら準備完了です。
７．裏パネルOUT１に接続した機器から音を出す場合は、トップパネルのMASTER１のLEVELつまみを
　　「０(ゼロ)」から時計回りに回します。
　　音が出てきたら準備完了です。
８．裏パネルOUT２に接続した機器から音を出す場合は、トップパネルのMASTER２のLEVELつまみを
　　「０(ゼロ)」から時計回りに徐々に回します。
　　音が出てきたら準備完了です。

＊　入力レベルの調整
　INPUT１フェーダー(④)を１０にし、EQを全てフラット(目盛り５)にした状態で音を再生し、GAIN１つまみ
　(②)をレベルメーターが最大０dBまでふれるように徐々に上げていきます。
　　　
　同様にINPUT２も調節します。クロスフェーダーを左右に動かしてみて、左右の音量にばらつきが無いよう、
　適宜調節してください。

＊　出力レベルの調節
　MASTER　OUTレベルつまみを真上付近まで回し、外部パワーアンプもしくは家庭用オーディオコンポ等の
　ボリュームを上げていってください。

　　　　　　　
　　　　　　　　極端にVOLUME、GAINを上げますと、スピーカーが破損する恐れがあります!!！
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④　プレイ

実際にプレイしてみましょう。
プレイするために必要な各つまみ、フェーダーの概要を説明します。

①　イコライザーつまみ
　左からBASS(低域音)、MIDDLE(中域音)、TREBLE(高域音)を

　コントロールするつまみです。

　右に回すとそれぞれの周波数帯をブーストし、左に回すとカットします。

②　バランスフェーダー
　入力音の左右のバランスをコントロールするフェーダーです。

③　カットスイッチ
　各つまみ、フェーダーの位置にかかわらず、入力音をワンタッチで

　無音にできるスイッチです。下方向に倒すと無音になります。

④　レベルフェーダー
　入力音の大小をコントロールするフェーダーです。

⑤　クロスフェーダー
　INPUT１とINPUT２のミックスバランスをコントロールするフェーダーです。

⑥　インプットフェーダーリバーススイッチ
　スイッチをReverse側に倒すと、レベルフェーダーの動きが逆に反映されます。

　（レベル１０が無音、レベル０が最大音になります。)

⑦　インプットフェーダーシェイプカーブコントロールつまみ
　インプットフェーダーのボリュームの立ち上がりの変化をコントロールする

　つまみです。Sharp方向に回し、インプットフェーダーを上げていくと、

　ボリュームの立ち上がりが早くなります。

⑧　クロスフェーダーリバーススイッチ＆カットイン・アジャスター
　リバーススイッチをReverse側に倒すと、クロスフェーダーの動きが逆に反映されます。

　(左側がINPUT２の音、右側がINPUT１の音になります。)

　フェーダーモードをSwitch側にすると、Cut-inアジャスターの調節次第でクロスフェーダーの

　キレが極端に良くなります。Fade側に倒すと、通常のロール・オフカーブになります。

　Cut-inアジャスターは0～3mmの間でフェードイン・タイムを調節できます。

⑨　クロスフェーダーシェイプカーブコントロールつまみ
　クロスフェーダーのボリュームの立上がりの変化をコントロールするつまみです。

⑩　INPUT１/２切り替えスイッチ
　INPUT１と２の入力音をワンタッチで入れ替えられるスイッチです。

⑪　MASTER　アウトレベルつまみ
　ミックスした音の出力ボリュームを調節するつまみです。

その他のつまみ、スイッチ、フェーダーの説明

⑫　エフェクトボタン
　リアパネルのEFF端子に接続された外部エフェクターのON/OFFを切り替える

　スイッチです。

⑬　EFF/MIX端子
　外部エフェクターと接続するための端子です。EFF端子(OUT)から信号を外部

　エフェクターに送り、MIX端子(IN)から信号を受けるようになっています。

⑭　MICROつまみ
　MIC端子に接続されたマイクの音量・音質を調節するつまみです。

⑮　ADJつまみ
　MIC端子に接続されたマイクの入力感度を調節するつまみです。

⑯　SESSION端子＆SESSIONつまみ
　別のミキサーを２台以上つなげるときに使います。

　メインのミキサーのREC端子から、別のミキサーのSESSION端子に接続します。

⑰　MONITOR
　ヘッドフォンでのモニターチェックなどに使います。

　切り替えは、PFL(ON)/PGM(OFF)で行います。ONにしておくと、パネル上の

　各フェーダーの位置に影響を与えずに、MIXフェーダーでINPUT１とINPUT２の

　モニターができます。

　VUメータースイッチを押すと、INPUT1/2のレベルが独立してVUメーターに

　反映されます。

⑱　INSERT端子
　LINEと同様に使われます。 
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機器とHAK360本体は正しく接続されていますか？
INPUT１LEVEL、INPUT２LEVELが０になっていませんか？
NPUT１CUT、INPUT２CUTスイッチがOFF(下側)になっていませんか？
GAINつまみが０になっていませんか？
MASTER　LEVELが０になっていませんか？
MASTERのLEVELが０になっていませんか？
接続してあるアンプのボリュームは上がっていますか？
HEADPHONESボリュームが0になっていませんか？

GAINつまみが正しく設定されていますか？
EQが適切な位置に設定されていますか？
MASTER　LEVELは正しく設定されていますか？
各プレーヤーは正しく接続されていますか？

エフェクトボタンがOFFになっていませんか？
ケーブルは正しく接続されていますか？
エフェクターの設定は正しいですか？

マイクは正しく接続されていますか？
ADJつまみは上がっていますか？
MICROのLEVELつまみは上がっていますか？

⑤　困った時は

音が出ない

音が割れる

エフェクターが効かない

マイクから音が出ない

・接続ケーブルは高品質かつなるべく短いものをご使用ください。
・HAK360を分解しないでください。分解されますと、保証対象外となります。
・フェーダー等の消耗品は保証対象外とさせていただきます。
・保証期間内外を問わず、修理のために製品を郵送される場合、送料はお客様
　ご負担とさせていただきます。

ご注意


